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すすめ！核兵器禁止条約プロジェクトメンバー

長崎市出身。 2 0 0 9年「高校生平和大使」としてジュネーブ国連欧州本部訪問。

2 0 1 0年 N Y国連本部で開催された N P T再検討会議に参加。明治学院大学に入学後、

N P O法人ピースデポユースとして N P T再検討会議に参加  。 2 0 1 6年から 2 0 2 1年 3

月までヒバクシャ国際署名キャンペーンリーダーを務め、国内外で 1 3 7 0万を超

える署名活動の事務局を担った。現在は長崎大学 R E C N Aで、被爆の実相のオン

ライン・デジタル化にむけたプロジェクトに取り組んでいる。

⾃⼰紹介
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⽋けていた視点・感覚

被爆者とわたしと同じ“普通の⼈”であるということ
被爆者を特別視・聖⼈化することによる課題
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※RECNA /国⽴⻑崎原爆死没者追悼平和祈念館
※：フォトショップのニューラルフィルターを使⽤してカラー化したもの
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スライド教材
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スライド教材



航空写真アーカイブ
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写真や教材をまとめたwebサイト
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